
動物実験計画書WEB申請システムの簡易マニュアル_ver. 210802

従来のWORDファイルで作成していただいていた動物実験計画書がWEB
に変更されます。

入力内容はこれまでと同じです。入力時のポイントをまとめた簡易
マニュアルを準備しましたので、参考にしてください。

A

A．研究課題名を入力してください
B. 研究の場合は試験研究、実習、講習の時は教育訓練、いづれにも該当しない
時はその他を選択してください。
C. 苦痛のカテゴリー区分については、ここでは入力できません。

９の想定される苦痛のカテゴリーの入力内容が自動で入力されます。

B

C

1.基本情報



A

B

A.選択（追加）をクリックすると右ののwindowが表示されます。

名前、所属などで絞り込んでください。
B.実験従事者の手入力は可能ですが、登録番号が必要です。
登録番号は講習後に申請することで発行されます。

2.実験責任者・部門責任者・実験従事者

継続課題の初回申請の場合はこれまでのwordで作成した申請書の内容を必要に
応じて修正してからコピー＆ペーストしてください。
２回目以降のWEB申請の場合はWEB上で修正を行ってください（１回目の申請か
ら修正された部分がハイライトで表示されます）。
実験方法はそれぞれの方法や実験目的に応じてまとめて、５つ以内で記入して
ください。
図表は入力できません。動物実験計画を理解する上で必要な資料はページ最下
部のところでアップロードしてください。可能な限りpdfファイルをアップロー
ドしてください。

3.研究計画と方法



分類を５以上に増やすことはできません。同様の目的で使用する動物はまとめてくださ
い。
系統名は複数入力することが可能です。必要に応じて、系統名のリストを添付書類とし
てページ最下部でアップロードすることも可能です。
飼養保管室は“選択“をクリックすると右のwindowか開きます。
該当するものを追加してください。
登録が間に合わず追加できない場合は、今回だけ別の施設を登録するにチェックを入れ
て手入力してください。

4.使用動物

従来の申請書と同じです

5.動物実験を必要とする理論的根拠及び使用数算定根拠



外科的処置を全く行わない場合のみ、右側の外科的処置を行わないを選択してくだ
さい。
外科的処置を行うを選択すると、外科的処置に関して入力する項目が表示されます。
該当する部分に記入してください。

6.外科的処置

投与する薬剤の種類が１０種類を超える場合は、記入できない薬剤の情報を別ファ
イルで準備し、ページ最下部からアップロードしてください。
薬品名は、一般的な名称で記載してください。
外科的処置をする際の麻酔で使用する薬剤については記載する必要ありません。６
に記入してください。

7.外科的処置以外の処置



遺伝子組換え、ゲノム編集、感染実験、ラジオアイソトープ、放射線、発が
ん物質、重金属を使用する場合は“該当する”を選択してください。
それぞれに関する記入エリアが表示されますので、該当箇所にもれなく記載
してください。

8.危険物を用いる動物実験

各実験に使用する動物の苦痛度を記入してください。ストレスをかけないコン
トロール群は苦痛度が異なる場合があります。よく考えて記入してください。

ここで記載した苦痛度の情報が１の基本情報に反映されます。

ここで入力された匹数が年間の使用数となります。

9.想定される苦痛のカテゴリー



従来の申請書と同じように記入してください

10.動物の苦痛軽減、排除の方法

12.動物死体の処理方法
11.安楽死法

継続課題を初めてWEB申請する場合は、前
回承認された課題番号を記入してください。

新規課題の場合は新規と記入してください。

13.その他参考事項



必要に応じて承認済みの各申請書を添付していただく場合があります。

追加ファイルは、図表などを必要に応じてアップロードすることがで
きます。


